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１.温水プールの施設・設備の現状 

 

 ○ 建設は平成４年度で、すでに３０年が経過しています。 

 ○ 老朽化が著しく、多くの問題を抱え、トラブルも頻発しています。 

   浄化槽の故障、ボイラーの故障など 

    

令和４年１１月 天井材の一部が剥離してプールサイドに落下 

その後も剥離、または剥離しかかっている箇所を複数確認 

 

利用者の安全
．．

にかかわる重大
．．

な問題 

これまでの対症療法的な対応（修繕）の限界 

 

 

大規模改修をして運営を継続するのか、しないのか 

速やかな方針決定が必要 
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２.温水プールの運営における課題 

 

（１）多額の大規模改修費 

   概算で１億円を超える費用が見込まれます。 

 

内 容 金 額 内 容 金 額 

ボイラー改修工事 985万円 シャワー室配管改修工事 430万円 

ろ過器改修工事 4,084万円 照明機器改修工事 900万円 

天井改修工事 3,450万円 屋根防水工事 579万円 

合  計 1億 428万円 
 
 

（２）多額の運営経費 

   経費節減に努めていますが、毎年、4,000～5,000万円の収支不足が生じています。 
 

 H29 H30 R元 R 2 R 3 

収 入 378万円 382万円 372万円 164万円 242万円 

支 出 4,734万円 5,339万円 3,866万円 5,121万円 5,324万円 

差引額 ▲4,356万円 ▲4,957万円 ▲3,494万円 ▲4,957万円 ▲5,081万円 

   ※支出：人件費、修繕料、電気料、燃料費など 
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３.温水プールの運営をとりまく状況（町の財政） 

 

（１）町の基金（貯金） 
 

 

 

 

 

 

 

  ○ 基金残高は、令和２年度以降、コロナ禍の影響による事業の縮小・中止などに伴 

    い急激に増加していますが、概ね 17～19億円で推移しています。年収 600 万円 

    の家計に置き換えてみると、貯金の額は 270万円程です。 
 

  ○ 令和５年度は約 2億 2,000万円を取り崩し、その後、学校給食センターの建設な 

    どで数億円の取り崩しを予定しています。 
 

  ○ 温水プールの毎年の運営費(経常的な支出)は、基金ではなく、毎年安定的に入っ 

    てくる収入(経常的な収入)でまかなう必要があります。（持続可能なサービス） 
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町の課題解決に向け積極的に事業を展開 

（２）町の財政方針 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度予算 

地域公共交通の見直し・学校給食費無償化 

不妊治療の助成拡大 など 

 

健全財政の維持 

多様化・複雑化する行政課題に対応した”持続可能なサービスを再構築
．．．

” 

令和５年度は 

2億 2,000万円の 

基金を活用 

新たなサービス 

 

見直し後の 

サービス 

 

既存のサービス 

課題の解決と並行して 

限られた基金を活用し続けることはできません。 
課題相互の調整の下、速やかな見直しが不可欠です。 

適正な財政規模 

の維持 

 

（見直し） 

新たなサービス 

 
既存のサービス 

 

新たなサービス 

 

既存のサービス 

の見直し 
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４.温水プールの運営を終了するとの方針決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営に必要な財源を確保することは可能か？ 
 

総合的に判断し、温水プールの運営に必要な財源を継続
．．

して確保することは困難 

 

 

最長２年以内で温水プールの運営を終了する 

（将来にわたる持続可能な町政運営に責任ある立場として判断） 

多様化・複雑化する 

他の諸課題への対応 

町の財政状況（限られた予算） 

温水プールの運営継続 

大規模改修費 

約 1億円 

運営経費 

4～5千万円 
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方針決定に至るまでの検討 
 

 

自前での温水プールの運営を断念 
 

        それでは、民間に運営委託できないか 

 

民間への運営委託を断念（民間に打診したが実現せず） 

 

        夏季のみの運営はできないか 

 

夏季のみの運営を断念（大規模改修は変わらず必要、夏季のみの人員配置は困難など） 

 

        どのような形でもプールというサービスを継続できないか 

 

他の施設の利用料補助 
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５.温水プールの運営を終了した後の対応・サポート 

 

 ○ 他の施設の利用料補助 

 

 ○ 水中運動に代わる運動機会の提供 

 

 ○ 小学校  屋外プールには、日よけを設置するなど猛暑対策を実施 

 

 ○ 中学校  水泳の実技は行わず、事故防止について指導 

 

  

 皆様のご意見を広く聞きながら、 

      少しでも良いご支援ができるよう進めてまいります 

 


